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     第三日   平成二十六年十二月十一日             開  議  午前九時五十九分  

 

○議長（野呂日出男君）  

  皆さん、おはようございます。  

  ただいまの出席議員数は十四名であります。定足数に達しておりますので、これから本日の会議を開きます。  

  日程第一、発議第二号藤崎町議会議員の議員報酬及び費用弁償の額等並びにその支給条例の一部を改正する条例案を議

題とします。  

  お諮りいたします。発議第二号は、趣旨説明、質疑及び討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありま

せんか。  

〔発言する者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議がありますので、発議第二号の提出議員から趣旨説明を求めます。提出議員を代表して、相馬勝治君、お願いしま

す。  

〔九番  相馬勝治君  登壇〕  

○九番（相馬勝治君）  

  それでは、今回の発議に対して趣旨説明を行います。  

  今回、藤崎町議会議員の議員報酬及び費用弁償の額等並びにその支給条例の一部を改正する条例案を議員発議として提

出するに当たり、趣旨説明を行います。  

  これは、平成二十六年度における青森県人事委員会勧告に基づく職員給与等の改定に準じ、期末手当の額の改定を行う

も の で あ り ま し て 、 特 別 職 及 び 教 育 委 員 会 教 育 長 職 と 同 様 に 期 末 手 当 分 の 支 給 月 額 を 二 ・ 八 五 カ 月 分 か ら 〇 ・ 一 月 分 引
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き上げて、二・九五月分に引き上げるものであります。  

  以上で、趣旨説明を終わります。  

○議長（野呂日出男君）  

  趣旨説明が終わりました。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  本条例案でありますけれども、期末手当などを〇・一カ月分引き上げるということでありますけれども、町民、庶民に

と り ま し て も 消 費 税 の 増 税 、 な お か つ 東 北 震 災 に 遭 遇 し た 方 に と り ま し て は ま だ 道 半 ば 、 ス タ ー ト に つ い た と い う 段 階

で も あ り ま す の で 、 議 員 の 手 当 そ の も の を 上 げ る 、 現 段 階 で は な い と い う ふ う に 思 い ま す の で 、 本 提 案 に 同 意 で き ま せ

ん。  

○議長（野呂日出男君）  

  次に、本発議に賛成者の発言を許します。ほかに討論はありませんか。（「なし」の声あり）これで討論を終わります。  

  これから発議第二号を採決いたします。この採決は起立によって行います。  

  発議第二号を原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。  

〔賛成者起立〕  

○議長（野呂日出男君）  

  起立多数であります。よって、発議第二号は原案のとおり可決されました。  

  日程第二、発議第三号「手話言語法」制定を求める意見書案を議題とします。  

  お諮りいたします。発議第三号は、趣旨説明、質疑及び討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありま
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せんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。  

  これから発議第三号を採決いたします。発議第三号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、発議第三号は原案のとおり可決されました。  

  なお、意見書の取り扱いについては本職にご一任願います。  

  日程第三、報告第十六号専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（平成二十六年度藤崎町一般会計補正予算（第

七回））を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから報告第六号を採決いたします。本報告はこれを承認することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、報告第十六号は承認することに決定しました。  

  日程第四、諮問第一号人権擁護委員の推薦につき意見を求めるの件を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  
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  これから諮問第一号を採決いたします。諮問第一号は原案のとおり適任と認めることにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、諮問第一号は原案のとおり適任と認めることに決定いたしました。  

  日程第五、諮問第二号人権擁護委員の推薦につき意見を求めるの件を議題とします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから諮問第二号を採決いたします。諮問第二号は原案のとおり適任と認めることにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、諮問第二号は原案のとおり適任と認めることに決定しました。  

  日程第六、議案第六十八号藤崎町名誉町民の選定の件を議題とします。  

  これから質疑を行います。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  藤崎町の名誉町民の選定の議案でありますけれども、今般、提案は吉田  豊氏と木村守男氏でございます。それで、今

回 の 名 誉 町 民 の 選 定 を し た の は 藤 崎 名 誉 町 民 選 考 委 員 会 を 置 い て 選 考 す る と い う ふ う に 条 例 上 は な っ て お り ま す け れ ど

も、この名誉町民選考委員会はいつ行われて、それに参加した委員、出席委員全員を明らかにしていただきたい。  

○議長（野呂日出男君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  
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  名誉町民の選考委員の出席人員と日にちということでございますが、選考委員会につきましては十月二十一日に第一回

目を行ってございます。十月二十八日に第二回を行ってございます。  

  出席委員につきましては、第一回目が中村文敏氏、飯塚  洋氏、須藤イコ氏、白鳥正美氏、小野達夫氏の全員が出席し

て ご ざ い ま す 。 二 回 目 の 十 月 二 十 八 日 に つ き ま し て は 、 中 村 文 敏 氏 、 飯 塚  洋 氏 、 須 藤 イ コ 氏 、 白 鳥 正 美 氏 の 四 人 が 出

席しております。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  十月二十八日の選考委員会といいますか、これにはお二方の名誉町民としての推薦がなされたと思うんですけれども、

その中で出された主要な意見などはあったのでございましょうか。もしありましたら、お知らせいただきたい。  

○議長（野呂日出男君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  会議の意見の内容ということでございますが、結果といたしましては両名とも顕彰することについて適当と認めるとい

う ふ う な こ と で 決 定 を し て 、 答 申 を 得 て お り ま す 。 会 議 の 意 見 と い う こ と で ご ざ い ま す が 、 両 氏 の よ い 点 、 あ る い は ま

た悪い点、いろいろと審議されております。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかにございませんか。（「なし」の声あり）これで質疑を終結いたします。  

  これから討論を行います。  

  異議がありますので、討論を行います。  
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  まず、原案に反対者の発言を許します。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  私は、本提案には同意できません。その理由についてでありますけれども、木村守男氏は、衆議院議員など功績が大変

大 き い と い う 政 治 家 で も あ っ た と い う こ と は 多 く の 町 民 か ら 認 め ら れ て い る と こ ろ だ ろ う と 思 い ま す 。 し か し な が ら 、

社 会 進 歩 と 文 化 の 交 流 に 寄 与 し た の か ど う か と い う 点 に つ い て は さ ら に 熟 慮 が 必 要 な も の と 判 断 し て お り ま す 。 そ も そ

も 名 誉 町 民 の 制 度 、 運 用 に 当 た っ て は 、 名 誉 町 民 に 政 治 家 を 選 考 選 定 す る こ と に 私 は 同 意 で き ま せ ん 。 ま た 、 さ ら に は

二 名 同 時 提 案 と い う こ と の 意 味 合 い と い い ま す か 、 何 ら か の 政 治 的 利 用 の 懸 念 さ え 私 は 今 回 の 提 案 に 感 じ る も の で あ り

まして、町長より提案された議案第六十八号名誉町民選定提案には同意できないものであります。  

○議長（野呂日出男君）  

  次に、原案に賛成者の発言を許します。小野  稔君。  

○六番（小野  稔君）  

  今回の議案第六十八号に対して賛成するものであります。その理由として、今回、選考委員五名によって選ばれたこの

二人、吉田さんとそれから木村さんのこの二人は名誉町民に適するものであると私は認め、同意するものであります。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかに討論はありませんか。（「なし」の声あり）これで討論を終わります。  

  これから議案第六十八号を採決いたします。この採決は起立によって行います。  

  議案第六十八号は原案のとおり同意することに賛成の方は起立を願います。  

〔賛成者起立〕  

○議長（野呂日出男君）  

  起立多数であります。よって、議案第六十八号は原案のとおり同意することに決定しました。  
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  日程第七、議案第六十九号藤崎町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例案を議題とします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第六十九号を採決いたします。議案第六十九号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第六十九号は原案のとおり可決されました。  

  日程第八、議案第七十号藤崎町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第七十号を採決いたします。議案第七十号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第七十号は原案のとおり可決されました。  

  日程第九、議案第七十一号藤崎町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案を議題とします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第七十一号を採決いたします。議案第七十一号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  
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  異議なしと認めます。よって、議案第七十一号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十、議案第七十二号藤崎町教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例案を議題とします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第七十二号を採決いたします。議案第七十二号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第七十二号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十一、議案第七十三号藤崎町議会の議決すべき事件を定める条例の全部を改正する条例案を議題とします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第七十三号を採決いたします。議案第七十三号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第七十三号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十二、議案第七十四号藤崎町手数料条例の一部を改正する条例案を議題とします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第七十四号を採決いたします。議案第七十四号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  
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○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第七十四号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十三、議案第七十五号藤崎町ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例案を議題とします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第七十五号を採決いたします。議案第七十五号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第七十五号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十四、議案第七十六号藤崎町国民健康保険条例の一部を改正する条例案を議題とします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第七十六号を採決いたします。議案第七十六号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第七十六号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十五、議案第七十七号藤崎町町営住宅条例の一部を改正する条例案を議題といたします。  

  これから質疑を行います。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  町営住宅条例の一部を改正する議案第七十七号でありますけれども、提案理由としては中国残留邦人等の円滑な帰国の
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促 進 及 び 永 住 帰 国 後 の 自 立 の 支 援 に 関 す る 法 律 の 改 正 に 伴 っ て 、 我 が 町 の 条 例 の 改 正 も 行 う も の だ と い う ふ う に な っ て

い る ん で す け れ ど も 、 何 か 文 章 を 見 る 限 り は ほ と ん ど 変 わ ら な い よ う に 受 け と め て お る ん で す け れ ど も 、 ど う い う 内 容

で 変 わ っ た の か と い う こ と と 、 そ れ か ら 実 際 こ れ 旧 の 規 定 で 当 て は ま る 方 が 町 営 住 宅 に 入 居 し て い ら っ し ゃ る の か と い

うことについて、実態的にはどういうふうになっていらっしゃるのか、お聞きいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  お答えいたします。今回の改正につきましては、この法律名の変更がございまして、具体的に内容の変更ということで

は な く 、 そ の 法 律 名 が 変 わ っ た た め 、 町 営 住 宅 に 関 す る 条 例 に 載 っ て い る そ の 文 章 に あ る 法 律 名 も そ れ に 合 わ せ て 改 正

するというものでございます。  

  それと、この中国残留邦人が町営住宅に入居しているかということでございますが、現在は入居している方はございま

せんが、過去に常盤のほうで一名、藤崎のほうで一名というか一家族ございました。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかに質疑はありませんか。（「なし」の声あり）これで質疑を終結いたします。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第七十七号を採決いたします。議案第七十七号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第七十七号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十六、議案第七十八号青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体数の増加及び青森県市町村総合事務組
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合規約の変更についてを議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第七十八号を採決いたします。議案第七十八号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第七十八号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十七、議案第七十九号津軽広域連合規約の一部変更についてを議題といたします。  

  これから質疑を行います。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  津軽広域連合規約の一部を変更する議案でありますけれども、説明の中で第十二条の第二項中、広域連合の事務所を広

域 連 合 長 の 指 定 す る 場 所 に 改 め る と あ る ん で す け れ ど も 、 こ れ は ど う い う ふ う な 理 由 と 必 要 性 に 基 づ い て こ う い う ふ う

に改定するということでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  今回の改正でございますが、これまでに広域連合の事務所が樋の口、それから岩木庁舎、そして今回はヒロロというふ

う に 三 カ 所 、 こ れ ま で の 間 に 移 動 し ま し た 。 ま た 、 今 後 こ う い う こ と が な い よ う に 、 用 語 の 整 理 を す る と い う こ と で 、

規約の全体の用語の整理をした中に、この表現を使ったものでございます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  
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  ほかに質疑はありませんか。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  樋の口から始まって三カ所目だという、今回はですね。でありますけれども、それが広域連合の主たる事務所の変更だ

わ け で あ り ま す の で 、 規 約 上 に も 主 た る 事 務 所 を ど こ に 置 く の か と い う こ と は 定 め る 必 要 が あ る 事 項 だ と 思 わ れ ま す け

れ ど も 、 こ う い う ふ う に 連 合 長 の 指 定 す る 場 所 と い う ふ う に す れ ば 、 こ の 次 は 尾 上 に や る ん だ と か と い う ふ う な こ と に

な れ ば 、 そ う い う 変 更 の 同 意 は 要 ら な い ふ う に な る と い う こ と な ん で す か 。 ど う い う 必 要 性 が あ っ て 、 こ う い う 改 定 を

せざるを得ないということなんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  これまでその三カ所が移動した場合には同様の手続を経てきたわけですが、これを簡素化するということで、こういう

ふうな表現になったわけでございます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  簡素化もそうでしょうけれども、必要だからそういうふうにやってきたわけなんでありましょう。関連しまして、新旧

対 照 表 と い う の は 何 か 我 々 に は 配 付 さ れ て い た ん で す か 。 私 は 見 な か っ た ん で す け れ ど も 、 新 旧 対 照 表 を …… 。 二 十 八

ペ ー ジ で す か 。 そ の 中 で 、 第 五 条 第 一 号 、 次 の よ う に 改 め る と い う ふ う に な っ て お り ま す 。 こ れ も 規 約 を 整 理 し た と い

うことなんでしょう。その第五条第一号など整理した理由を明らかにしていただきたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  
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  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  今回の規約の改正の大きな内容は、二十六年で広域連合の広域計画が終了するということから、新たな計画をつくる、

そ の 際 に 広 域 連 合 規 約 の 第 四 条 及 び 第 五 条 の 改 正 が 必 要 と な る こ と か ら 、 今 回 の 一 連 の 規 約 改 正 を 行 っ た も の で ご ざ い

ます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  今後、津軽広域連合として、さらに新たにこの間小型家電だとかさまざまなことは私どもの該当する藤崎町との関係で

は や っ た り し て い る ん で す け れ ど も 、 今 後 、 広 域 連 合 で 取 り 組 も う と し て い る 、 想 定 し て い る 新 た な 事 業 な ど と い う の

はあるんでしょうか。その辺はどういうお考えなんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  小型家電は、次に控えております定住自立圏構想のほうで行うことでございます。今回の広域連合の規約の改正ととも

に 、 広 域 連 合 で ど う い う 事 業 処 理 を 行 う の か と い う こ と で ご ざ い ま す が 、 今 ま で ど お り 圏 域 の 連 携 と そ れ か ら 介 護 保 険

の認定というようなことの業務のみを行うことでこれからも続けていく予定でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかに質疑はありませんか。（「なし」の声あり）これで質疑を終結いたします。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  
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  これから議案第七十九号を採決いたします。議案第七十九号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第七十九号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十八、議案第八十号黒石地区清掃施設組合規約の一部変更についてを議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第八十号を採決いたします。議案第八十号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第八十号は原案のとおり可決されました。  

  日程第十九、議案第八十一号定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の締結についてを議題といたします。  

  これから質疑を行います。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  今回、定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定書の提案でありますけれども、その中で次のように加える

と い う 中 で 、 ａ の と こ ろ 、 甲 の 役 割 と い う こ と で は 、 使 用 済 み 小 型 家 電 の リ サ イ ク ル の 効 率 的 促 進 に 関 す る 調 査 研 究 を

行 う と い う こ と 、 ｂ 乙 の 役 割 と い う こ と で 、 使 用 済 み 小 型 家 電 の リ サ イ ク ル の 促 進 を 図 る と と も に 、 必 要 な 経 費 を 負 担

す る と い う ふ う に な っ て お り ま す け れ ど も 、 こ の 必 要 な 経 費 は 基 本 的 に ど う い う ふ う な 算 出 を な さ る も の な ん で し ょ う

か 。 調 査 研 究 を 行 う と い う 必 要 な 経 費 を 負 担 す る と い う ふ う に も な っ て お り ま す け れ ど も 、 基 本 的 に は ど う い う 考 え 方

でこの経費を割り出すということになるんでございましょうか。その点をお聞きしたいと思います。  
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○議長（野呂日出男君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  お答えいたします。今年度まで各市町村と黒石の清掃施設組合で回収を行っておったんですけれども、来年度以降は弘

前 地 区 環 境 整 備 事 務 組 合 の ほ う で も ピ ッ ク ア ッ プ 回 収 と い い ま し て 、 各 家 庭 か ら 出 さ れ た 燃 や せ な い ご み の 中 か ら 小 型

家 電 を ピ ッ ク ア ッ プ し て 回 収 す る と 。 回 収 そ の も の の 費 用 と い う よ り も 、 ピ ッ ク ア ッ プ で 回 収 し た 小 型 家 電 を 取 引 業 者

の と こ ろ に 運 ぶ た め の 運 搬 料 な ど が 経 費 と し て 発 生 し 、 そ の 経 費 を 弘 環 の 負 担 金 に 算 入 し て 負 担 す る と い う よ う な 内 容

です。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  今、概略説明、ピックアップ、取り出すための費用も必要な場合もあるんだろうと思います。それから運ぶと、運送費

と 。 取 引 業 者 、 民 間 業 者 に 運 ぶ 。 弘 環 の 負 担 に 上 乗 せ し て や る ん だ と い う こ と な ん で す け れ ど も 、 そ の 負 担 割 合 は ご み

の 処 分 と い う か 、 そ う い う 割 合 と 同 じ よ う な 形 で 負 担 割 合 が 算 定 さ れ る と い い ま す か 、 そ う い う 考 え 方 に な る ん で し ょ

うか。その辺もうちょっと詳しく明らかにしていただきたい。  

○議長（野呂日出男君）  

  住民課長。  

○住民課長（三浦郁雄君）  

  お答えいたします。先般の組合の会議で事務局より示された内容では、平成二十七年度の比率は平成二十七年度の弘環

組合ごみ処理一般経費負担金割合で行いたいという説明でした。以上でございます。  
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○議長（野呂日出男君）  

  ほかに質疑はありませんか。（「なし」の声あり）これで質疑を終結いたします。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第八十一号を採決いたします。議案第八十一号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第八十一号は原案のとおり可決されました。  

  日程第二十、議案第八十二号訴えの提起の件を議題といたします。  

  これから質疑を行います。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  町営住宅明け渡しの訴えの提起の案件でございます。これも町民の多くの人が新聞報道などに接して、これほど大きく

な る ま で ど う し て ら ん だ べ の と い う よ う な 率 直 な 意 見 も 寄 せ ら れ て い る わ け で あ り ま す 。 行 政 と し ま し て は 、 裁 判 だ と

か そ う い う ふ う に な ら な い よ う な こ と を 最 善 の 努 力 を す べ き も の だ と 思 っ て お り ま す け れ ど も 、 こ こ ま で に 至 っ た 経 過

の概略を説明していただきたいということ。  

  もう一つは、氏名記載はされていないわけでありますけれども、この方の訴えの対象の家族構成などありましたら、ひ

とり暮らしなのか、その方の家族構成、職業などについてお示し願いたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  お答えいたします。第八十二号の訴えの提起の件でございますが、こちらの方につきましては平成元年から入居されて
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お り ま す 。 そ れ で 、 平 成 二 十 年 の 四 月 か ら 滞 納 の 状 況 に な り ま し て 、 そ の 二 十 年 間 は 通 常 に お 支 払 い い た だ い て い た ん

で す が 、 そ の 後 二 十 年 の 四 月 か ら 滞 納 が 始 ま っ た と い う こ と で 、 そ の 後 は 建 設 課 と い た し ま し て も 滞 納 の た び に 督 促 及

び 納 付 の た め に 夜 間 徴 収 、 そ れ ら は 行 っ て お り ま し た が 、 本 人 と な か な か 接 触 で き な か っ た と い う こ と で 、 そ の 都 度 文

書 で そ の 滞 納 の 解 消 の た め の 納 付 相 談 に 来 て い た だ き た い と い う 文 書 も お 送 り い た し て お り ま し た が 、 そ れ ら に つ い て

一切対応していただけなかったということでございます。  

  それで、この方につきましては、入居者ということでは女性の方で、家族も子供さんが二人ほどおります。本来、この

町 営 住 宅 の 家 賃 決 定 に つ き ま し て は 本 人 の 収 入 報 告 を も と に 家 賃 決 定 す る わ け で ご ざ い ま す が 、 そ の 収 入 報 告 も 一 切 出

し て い た だ け な い と い う こ と で 、 こ の 方 が ど う い う よ う な 職 業 に つ い て い る か と い う と こ ろ ま で も 把 握 で き な い と い う

ような状況でございます。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  後に調停の件もあるんですけれども、一つは接触もできなかったと、職業についてもわからないというようなことなん

で す け れ ど も 、 実 際 本 人 に 行 き 会 う 時 間 帯 も あ る ん で し ょ う け れ ど も 、 も う ち ょ っ と 努 力 が 必 要 な の か な と 思 う ん で す 。

そ の こ と は さ て お い て 、 こ の 人 の 場 合 、 調 停 で は な く て 訴 え を し た と い う と こ ろ は 、 調 停 と あ る い は 訴 え を 提 起 す る と

い う こ の 区 分 け と い う か 、 仕 分 け と い い ま す か 、 そ れ は ど う い う ふ う な 基 準 で お 考 え で 、 私 は 調 停 も 十 分 あ り 得 る の か

な と も 思 い ま す け れ ど も 、 調 停 の 場 合 は 出 て こ な い と 全 然 成 立 も し な い と い う こ と も あ る ん で す け れ ど も 、 調 停 と 訴 え

の 提 起 を や ら な き ゃ な ら な い と い う そ の 区 分 け は ど う い う 指 標 な り ガ イ ド ラ イ ン な り を 設 け て 判 断 な さ っ て い る ん で す

か。その点をお聞きいたします。  

○議長（野呂日出男君）  



 - 18 - 

  建設課長。  

○建設課長（対馬猛清君）  

  お答えいたします。ただいま浅利議員のおっしゃったとおり、調停の場合は本人が出席して、そこで調停の内容を決め

る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 た だ 、 こ の 第 八 十 二 号 、 八 十 三 号 の 二 件 に つ き ま し て は 、 先 ほ ど 申 し た と お り 、 こ ち ら 側

の 要 請 と い う か 文 書 、 一 切 回 答 し て い た だ け な い と い う こ と で 、 調 停 の 場 に も 出 廷 し な い と い う 可 能 性 が ご ざ い ま す の

で 、 そ の 際 は 再 度 ま た 訴 え の 提 起 と い う こ と で 議 決 も 必 要 と い う こ と に な り ま す の で 、 時 間 及 び 経 費 の 関 係 で 当 初 か ら

訴 え の 提 起 と い う こ と で や る 方 法 も あ る と い う こ と を 弁 護 士 の ほ う か ら ア ド バ イ ス を い た だ い て 、 こ の よ う な 形 に し た

ものでございます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかに質疑はありませんか。（「なし」の声あり）これで質疑を終結いたします。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第八十二号を採決いたします。議案第八十二号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第八十二号は原案のとおり可決されました。  

  日程第二十一、議案第八十三号訴えの提起の件を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第八十三号を採決いたします。議案第八十三号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  
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○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第八十三号は原案のとおり可決されました。  

  日程第二十二、議案第八十四号民事調停の件を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第八十四号を採決いたします。議案第八十四号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第八十四号は原案のとおり可決されました。  

  日程第二十三、議案第八十五号民事調停の件を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第八十五号を採決いたします。議案第八十五号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第八十五号は原案のとおり可決されました。  

  日程第二十四、議案第八十六号藤崎町藤崎老人福祉センター等の指定管理者の指定の件を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第八十六号を採決いたします。議案第八十六号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第八十六号は原案のとおり可決されました。  

  日程第二十五、議案第八十七号藤崎町農産物直売施設の指定管理者の指定の件を議題といたします。  

  これから質疑を行います。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  農産物直売施設の指定管理の件であります。提案理由の中でも拠点施設との関係で一年にいたしましたというようなこ

と の 説 明 も あ っ た よ う に 記 憶 が あ る ん で す け れ ど も 、 団 体 と し て は 一 年 を 希 望 し て い た の で し ょ う か 。 二 年 だ と か 三 年

だとかという希望はなかったのでしょうか。その辺の実態についてはどういうふうなことなんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  お答えいたします。この件につきましては、直売組合のほうの役員会の中でもお話しして了解をもらっております。以

上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  農産物直売組合の昨年度の売り上げ、今年度の推移、それから何名のスタッフで、店長、パート二名ぐらいなのかなと

思っていますが、スタッフは何人ぐらいでやっていらっしゃるんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  
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  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  推移ですが、何年度から……、昨年度だけでいいですか。二十五年度でありますが、全体の売り上げの手数料というこ

と で 二 千 四 百 万 と 。 そ れ が 手 数 料 入 っ て い ま す 。 売 り 上 げ の 額 で す が 、 こ れ は 毎 月 町 の ほ う に 報 告 が 来 て ご ざ い ま す 。

販売額が一億四千六百八十万円となっています。  

  あとスタッフの人員ですが、私、後で一人ふえたというのはちょっと確認していなかった部分もあるんですが、パート

が二人と館長と、私、五人だったと確認していましたが。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長、ことしの推移も。ことしの去年との推移も。農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  ことしの推移、推移というのは売り上げのですね。すいません、まことに申しわけないです。ことしは、まずは私のほ

う で ま だ 全 部 上 が っ て き て い な い の で 、 私 が 今 持 っ て い る も の で は 、 九 月 ま で の 確 定 で よ ろ し い で し ょ う か 。 九 月 ま で

の 売 り 上 げ 、 こ れ が 確 定 し て ご ざ い ま す 。 た だ 、 全 体 の 比 較 と し て 、 こ の 後 、 今 後 十 月 か ら 三 月 ま で 、 も し 二 十 五 年 度

と 同 水 準 で 売 り 上 げ が あ っ た 場 合 で お 答 え さ せ て い た だ き ま す 。 そ う す る と 、 売 り 上 げ が 一 億 五 千 百 万 円 と い う こ と で 、

昨年よりも伸びるだろうという予測をしてございます。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  ちょっとスタッフについて、私は四人なのかなというふうに思っているんですけれども、収支計画書でいけば給料とな

っ て い る の が 四 百 五 十 五 万 円 で す か ら 、 こ れ が 一 名 分 な の か 二 名 分 な の か ち ょ っ と 定 か で は な い ん で す け れ ど も 、 パ ー
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ト 代 が 五 百 九 十 五 万 円 ほ ど に な っ て お る ん で す け れ ど も 、 五 名 な ん で し ょ う か 。 賃 金 と し て 支 払 わ れ て い る 方 の ス タ ッ

フというのはどういうふうになっていらっしゃるのかというふうに改めてお聞きしたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  申しわけございませんでした。これは昨年度の収支ということで、四名でございます。ことし一人ふやしているという

ことで、私そちらのほうの人数を言ってしまいました。すいませんでした。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかに質疑はありませんか。佐々木政美君。  

○十一番（佐々木政美君）  

  先ほど同僚の浅利議員、何か心優しいもので、冒頭、施設組合のほうで一年契約にした経緯、施設組合のほうから一年

契 約 し て も ら っ た の か ど う か 、 そ れ に お 答 え し て い な い と 思 う ん で す け れ ど も 、 議 長 こ れ 、 も う 一 回 課 長 の 答 弁 を お 願

いします。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  すいません、一年契約にした経緯でございます。今、皆さんご存じのように拠点づくり計画ということで進めてござい

ま す 。 そ の 後 、 今 、 町 内 に あ る 直 売 組 合 と い う の が 三 つ あ り ま し て 、 そ れ ら も 当 然 こ れ 以 降 に 統 合 等 も 考 え ら れ て く る

わ け で す 。 ス ケ ジ ュ ー ル に も 一 応 そ う い う 協 議 と い う こ と で 入 っ て い ま す 。 そ う な っ た と き に 、 内 容 と 中 身 と 名 称 変 更

等 々 、 そ う い う こ と の 変 更 も 出 て く る 可 能 性 も あ る 。 そ う な っ た と き に 、 ス ム ー ズ に 移 行 で き る よ う に と い う こ と で 、
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当 面 の 間 と い う こ と で 一 年 と い う こ と に し て い ま す 。 こ れ に つ い て は 、 直 売 組 合 の ほ う と も 話 を し て ご ざ い ま す 。 以 上

でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかに。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  繰り返しになるんですけれども、当初、経営ってやっぱり誰がやろうとも一年ではどうしても無理があるわけです。二

年 な ら 二 年 の 中 で 店 長 な ら 店 長 の 裁 量 で こ う い う こ と を こ う い う 部 門 は 強 化 し よ う と か 、 そ う い う 計 画 で 始 ま る と い う

か 、 営 業 店 の 経 営 計 画 と い う の は で き る も の 、 最 小 限 二 年 ぐ ら い は 必 要 な も の で は な い か な と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ

う い う 希 望 と い う 、 課 長 は 何 か 合 意 、 内 部 で い ろ い ろ 話 し し て 一 年 で も い い や と い う ふ う に な っ た ん だ と い う こ と な ん

で す け れ ど も 、 当 初 の 直 売 組 合 の 期 間 の 指 定 管 理 の 希 望 な り は な か っ た ん で す か と い う こ と を 聞 い て い る ん で す け れ ど

も 。 指 定 管 理 を さ せ る ん だ か ら 町 の 責 任 で や っ て も ら い ま す よ と い う よ う な こ と な ん で し ょ う け れ ど も 、 当 初 の 希 望 と

い う の は 二 年 な り 三 年 な り と か 、 そ う い う の は な か っ た ん で す か と い う ふ う に 聞 い て い る わ け で 、 そ の 点 に つ い て は 明

確に答えていただきたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  希望というのは、最終的にそういう希望は出ていません。というのは、今まで協議する段階で、そのメンバーとして直

売 組 合 の 代 表 者 も 入 っ て い ま し て 、 そ う い う 協 議 も 一 緒 に や っ て き て い ま す の で 、 十 分 理 解 し て い た だ い て い る と い う

ふうに思ってございました。  

○議長（野呂日出男君）  
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  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  私はこの件については最後にしたいと思いますけれども、何か直売施設も三つもあると、それの統合のお話も前も町長

も し て お り ま し た で す ね 。 町 長 に 私 お 聞 き い た し ま す 。 三 つ が あ り ま す と 。 そ の 統 合 の 問 題 も あ り ま す と 。 あ る い は ま

た 、 常 任 委 員 会 な ど で も 調 査 に も い ろ ん な 直 売 施 設 を 見 に 行 き ま し た 。 た だ 、 こ の 統 合 を 行 政 主 導 で や る と い う よ う な

こ と は 厳 に 慎 む べ き こ と な の で は な い か な と い う ふ う に も 私 は 、 厳 に と い う か 、 行 政 主 導 で や る こ と を 慎 む べ き こ と で

は な い か な と 。 厳 に は 取 り 消 し ま す け れ ど も 。 そ う い う ふ う に 思 っ て お る ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 は ど う い う 認 識 、 取

り組み方なのでございましょうか。その点、町長にお聞きいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  今の浅利議員の質問にお答えします。これは行政主導というよりも、やっぱり今までやってきた直売所の団体の皆さん、

役 員 の 皆 さ ん 、 あ る い は 農 産 物 を 提 供 し て い る 皆 さ ん の 意 見 を 尊 重 し て 、 協 議 を 重 ね な が ら 、 ど う い う 方 向 で や っ た ら

我 が 町 の 農 産 物 の い わ ゆ る 所 得 が ふ え る よ う な 拠 点 づ く り を こ れ か ら 目 指 し て い く ん だ と い う こ と で ご ざ い ま す の で 、

い ろ い ろ 情 報 提 供 し な が ら 、 行 政 主 導 と い う よ り も 一 般 に 広 く 農 業 団 体 の 声 を 聞 い て 、 い い 方 向 づ け を し て い き た い と

いう思いでございます。その潤滑油にはやっぱり行政がなっていくべきだと、私はそう思っております。  

○議長（野呂日出男君）  

  これで質疑を終結いたします。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第八十七号を採決いたします。議案第八十七号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第八十七号は原案のとおり可決されました。  

  日程第二十六、議案第八十八号平成二十六年度藤崎町一般会計補正予算（第八回）案を議題といたします。  

  これから質疑を行います。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  歳出のほうのページ数でいきますと、十九ページでございます。十九ページの財産管理費二百二十万円ほど支出すると

いうことなんですけれども、内容を明らかにしていただきたいと思います。  

  ついでに、工事請負費の防災無線屋外拡声子局設備改修工事費百万円ほどですけれども、この内容についても明らかに

していただきたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  総務課長。  

○総務課長（五十嵐  晋君）  

  財産管理費の修繕料並びに工事費の内容ということでございますけれども、修繕の内容につきましては、これは街灯の

修繕でございます。これまでの修繕実績にあわせまして今後のものを計上したものでございます。  

  それと、工事費の防災無線屋外拡声子局設備改修工事費でございますが、内容といたしましては常盤地区の上町の防災

子局のほうが落雷により損傷したものですから、これを修繕するものであります。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかに質疑はありませんか。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  
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  二十一ページにございますけれども、地域の元気臨時交付金が入札残もあるから学校給食センターの床改修工事も改め

て や ろ う か と か 、 そ う い う の も 計 上 さ れ て お る ん で す け れ ど も 、 そ の 中 で 藤 崎 診 療 所 電 気 設 備 改 修 工 事 費 、 額 は 確 定 し

て 二 十 八 万 九 千 円 ほ ど 減 額 に な っ た ん で す け れ ど も 、 こ れ に 藤 崎 診 療 所 電 気 設 備 改 修 工 事 費 、 こ れ は ど の 部 分 を 工 事 し

た の か と い う こ と を 改 め て 、 完 了 し た も の だ と 思 い ま す け れ ど も 、 ど の 部 分 を 工 事 し た の か と い う こ と を 改 め て お 聞 き

したいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  お答えを申し上げます。この工事に関しては、病院の外にあるキューピクルという高圧受電装置を、大分外側の箱がま

ず 腐 っ て し ま っ て い る と い う こ と が 一 つ と 、 そ れ か ら 中 に 入 っ て い る 低 濃 度 の Ｐ Ｃ Ｂ 、 こ れ を 入 れ か え 、 除 去 し な け れ

ば な ら な い と い う こ と で あ り ま し て 、 そ の Ｐ Ｃ Ｂ に 関 し て は 常 盤 の 除 雪 セ ン タ ー の ほ う に 保 管 い た し ま し て 、 今 後 、 こ

れ は 順 番 が 回 っ て こ な け れ ば Ｐ Ｃ Ｂ の 処 分 は で き ま せ ん の で 、 順 番 が 回 っ て く れ ば そ の 時 点 で Ｐ Ｃ Ｂ を 処 分 す る と 。 そ

し て 、 高 圧 受 電 、 い わ ゆ る キ ュ ー ピ ク ル の 箱 に 関 し て は 穴 も 大 分 あ い て い ま し た の で 、 そ の 部 分 に つ い て は 補 強 し 、 そ

れから塗装をしたものでございます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかにございませんか。奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  二十七ページの農業振興費の十九節負担金及び補助、海外市場視察研修事業費補助金六十九万九千円、これは町長の提

案 理 由 に も あ り ま し た け れ ど も 、 リ ン ゴ の 輸 出 先 で あ る 台 湾 の リ ン ゴ 事 情 を 視 察 し て く る と い う こ と だ っ た ん で す け れ

ども、これはどういう経過、経緯でこういう計上になったのか、伺いたいと思います。  



 - 27 - 

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  これにつきましては、藤崎町のりんごわい化栽培研究会の代表者が今年度、日本で一番リンゴの輸出が多い国というこ

と で 、 そ こ を ぜ ひ 視 察 し た い と い う こ と で 、 八 月 に 町 長 の と こ ろ へ 来 て 要 望 し て ご ざ い ま す 。 そ れ に 対 す る 対 応 と い う

ことでございます。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  人数とか一人当たりの額とかもそうなんですが、こういう海外事情を視察してくるということに対して、農家のみなら

ず 町 民 が 海 外 に 行 っ て 広 く 見 聞 を 広 げ る と い う こ と は 大 変 い い こ と だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 将 来 こ う い う 人 材 育 成 と

い う か 、 特 に 私 は 青 少 年 と か 農 家 の 若 い 人 た ち が こ う い う ふ う に 海 外 事 情 を 視 察 し て き て 現 場 に 役 立 て て い く と い う の

は 大 い に 進 め る べ き だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 今 後 こ う い う 視 察 研 修 に 対 し て ど う い う 姿 勢 で 町 と し て 臨 ん で い く の か 、

その点を伺いたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  今の二十七ページのいわゆる海外市場視察研修の関連という形でお答えしたいと思っております。今の予算については、

先 ほ ど 農 政 課 長 か ら お 答 え し た と お り で ご ざ い ま し て 、 り ん ご わ い 化 栽 培 研 究 会 が 今 年 度 で 三 十 年 の 歴 史 の 節 目 の 年 だ

と い う こ と で 、 唐 牛 会 長 初 め 役 員 の 方 が 八 月 上 旬 に 私 の と こ ろ に 、 我 が 国 、 我 が 県 か ら 一 番 輸 出 し て い る 台 湾 の 市 場 を
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み ず か ら 我 々 の 目 で 見 て 、 可 能 性 が あ れ ば 我 々 も 海 外 に ま た 輸 出 し た い と い う 思 い か ら こ う い う よ う な 形 に な っ て お り

ま す 。 い ろ い ろ 広 く 、 わ い 化 栽 培 研 究 会 に と ど ま る こ と な く 、 農 協 の リ ン ゴ 部 会 と か い ろ ん な 方 面 に 声 を か け て 、 た だ 、

自 己 負 担 も 伴 う の で 、 十 五 万 ぐ ら い の 旅 行 費 が か か っ て 、 こ う い う よ う な 類 い の 研 修 に つ い て は 三 分 の 一 の 助 成 と い う

こ と が 古 く か ら あ る み た い で ご ざ い ま し て 、 一 人 五 万 円 の 助 成 と い う こ と で 、 今 、 現 状 で 十 四 名 が そ の 研 修 視 察 に 行 く

という計画をしているところでございます。  

  今回のこれにこだわらず、例えば将来を担う中学生とか、あるいは高校生とか、あるいは農業団体、商工団体、そうい

う 人 た ち が み ず か ら の 研 さ ん を 積 む た め の 視 察 と い う こ と で 、 い ろ い ろ 要 望 あ れ ば 、 こ れ は 重 く 受 け と め て 、 我 が 町 を

担 う 若 者 た ち の 視 野 を 広 げ る 、 見 聞 を 広 げ る た め に 、 い ろ い ろ そ の 都 度 そ の 都 度 、 い ろ い ろ ま た 考 え て い き た い と 思 っ

ております。  

  また、当町におかれましては前々町長時代に中学校のハワイの視察研修もやった経緯もございます。そういうことも踏

ま え な が ら 、 国 際 的 な 人 材 を 発 掘 、 育 成 す る た め に は 、 近 い 将 来 、 形 に な る よ う な 形 で 教 育 委 員 会 と も 、 あ る い は 関 係

部署ともいろいろ検討を重ねていきたいと、そういう思いでございます。よろしくお願いいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかにございませんか。相馬勝治君。  

○九番（相馬勝治君）  

  本当に大海を見るのは人間にとってこれから大事だと私は思っておりますが、この資料を見る限り、三枚目の資料なん

で す け れ ど も 、 こ の 冒 頭 の 一 番 頭 に あ る 海 外 云 々 、 見 積 書 と い う こ と で 、 そ の 間 の こ と は 言 い ま せ ん 。 や っ ぱ り こ れ は

提出するとき、研修という言葉を入れておかなければちょっと不備があるんじゃないですか、課長さん。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  
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○農政課長（三上正裕君）  

  お答えいたします。これについては、こちらでとったわけでないんですけれども、わい化栽培研究会のほうでとってき

た も の な ん で す が 、 そ の 前 の 行 程 、 そ し て 要 望 し て き た と き の そ の 絡 み に つ い て は 研 修 と い う ふ う に 入 っ て い ま す 。 た

だ 、 海 外 旅 行 と い う の は 広 い 意 味 で は た だ 見 て く る だ け と い う こ と で な く 、 旅 の と い う こ と に も 捉 え ま し た の で 、 こ ち

ら と し て は こ の ま ま 受 け た と い う こ と に な り ま し た 。 中 身 に つ い て は ち ゃ ん と 研 修 し て く る と い う こ と な の で 、 す い ま

せん、そういうことでお願いします。  

○議長（野呂日出男君）  

  相馬勝治君。  

○九番（相馬勝治君）  

  中身は研修するんですけれども、やっぱり誰が見ても言葉の一言で悪くとられる方もおりますので、これからこういう

要望書とか、最後に締めくくるときはきちんとした形で要望書をもらえるよう、提出されるように要望しておきます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  同じページ数の農業振興費、農産物拠点づくりアドバイザー料二十五万、これは年間契約ということなんですか。それ

と も 、 拠 点 づ く り の 基 本 設 計 を す る た め 、 基 本 構 想 を ま と め る た め の ア ド バ イ ザ ー な ん で す か 。 何 の ア ド バ イ ザ ー を 、

拠点づくりのためのアドバイザーという表記ですけれども、内容をさらに詳しく説明していただきたい。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  
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  これにつきましては、町が当初から今後、拠点づくりを進めていくためのいろんな検討なりアドバイスということでの

アドバイスということでございます。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかにございませんか。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  拠点づくりを進めていく、具体的に何か聞かないというわからないというような言い方もされていた……（「答弁が悪

い 」 の 声 あ り ） 答 弁 が 悪 い ん で し ょ う 。 町 長 も 認 め て い ま す よ 、 だ っ て 。 こ れ か ら や る こ と に 対 す る ア ド バ イ ザ ー 契 約

だ と 、 ず っ と 続 く ん で す か と 、 そ れ と も 限 定 し て 拠 点 づ く り の 基 本 設 計 や 基 本 構 想 ま で の も の な の か 、 そ の 辺 ど う い う

ア ド バ イ ザ ー の 趣 旨 で こ れ を 二 十 五 万 円 支 払 う と い う 、 報 償 費 を 支 払 う と い う ふ う に な る ん で す か と い う こ と を お 聞 き

しているので、もうちょっと中身を説明していただきたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  申しわけございません。加藤氏については、拠点づくり全体的なことでということでお願いしてございます。その中で、

今 、 拠 点 施 設 を つ く っ て い く 上 で 、 町 が ど う い う 進 め 方 を し て い け ば い い の か 、 そ し て ま た 進 め る た め の 、 も う 既 に 終

わ っ て い る 会 議 、 そ れ か ら 町 民 の 方 々 の 代 表 も 入 れ て 具 体 的 な 中 身 に つ い て の 会 議 、 そ し て ま た 当 然 素 人 な も の で す か

ら 、 加 藤 先 生 に つ い て は そ う い う 有 識 者 と い う こ と で 、 そ れ ら に つ い て の 講 習 会 、 そ れ か ら あ と は 県 外 研 修 等 し た と き

に つ い て も 、 そ れ に つ い て も 専 門 家 の 立 場 か ら 見 た 目 と 我 々 素 人 が 見 た 目 と 違 う と い う こ と で 、 そ の 視 点 も 勉 強 さ せ て

い た だ い た と い う こ と で 、 先 ほ ど 具 体 的 と 言 い ま し た け れ ど も 、 具 体 的 に い つ 会 議 や っ た と い う の は ち ょ っ と 私 、 今 、

手 元 に 細 か い と こ ろ は な い ん で す が 、 そ れ ら と 、 こ れ か ら 進 め て い き ま す 、 あ と は 六 次 産 業 化 に つ い て 、 特 に 加 藤 先 生
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に つ い て は 得 意 分 野 で あ り ま し て 、 こ れ に つ い て は ま だ ま だ 本 当 に 素 人 で ご ざ い ま す 。 そ れ を 進 め る た め の 具 体 的 な 講

習 会 な り 情 報 提 供 な り 、 そ う い う こ と を 我 々 と あ と は 生 産 者 代 表 者 等 々 入 れ て ア ド バ イ ス な り 勉 強 会 な り を 今 後 も 、 当

然 今 後 進 め て い か な け れ ば な ら な い ん で す が 、 そ れ ら に つ い て の ア ド バ イ ザ ー と い う こ と で お 願 い を し て ご ざ い ま す 。

以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかに。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  何を主に委託するのか、二十五万円、金額としては大きくないといえばない、大きいといえば大きい、なんですけれど

も 、 委 託 の 内 容 を 報 償 費 と し て 払 う 、 ア ド バ イ ス を 求 め る 内 容 が 何 な の か と い う こ と を や っ ぱ り き っ ち り さ せ な い と い

か ん と 思 う ん で す 。 今 、 六 次 産 業 化 に つ い て の ア ド バ イ ス と 拠 点 づ く り 全 体 の 進 め 方 に つ い て の ア ド バ イ ス と い う ふ う

な 、 課 長 は お っ し ゃ り 方 を し て お っ た ん で す け れ ど も 、 そ う し ま す と 、 こ の 二 十 五 万 円 と い う ふ う に 算 定 し た の は 当 面

一 年 間 な ら 一 年 間 に つ い て と い う 、 総 合 的 に 二 十 五 万 円 だ と 、 顧 問 弁 護 士 も そ れ ぐ ら い だ よ と い う よ う な こ と か ら や っ

た の か 、 は た ま た 一 回 五 万 円 だ は ん で 五 回 分 だ と か 、 そ う い う よ う な こ と で 算 定 し た の か 、 ど う い う ふ う な 二 十 五 万 円

の算出根拠をなさったんですか。その点を改めてお聞きいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  これについては追加ということで、全体的なスケジュールもずれているということもあるんですが、今後、今年度中に

そ の ス ケ ジ ュ ー ル ど お り 行 っ て い く と 検 討 す る 部 分 と い う の が 検 討 会 な り 相 談 会 な り 、 こ ち ら で 意 見 を 聞 く と い う こ と

もあるんですが、それが五回ほど想定されます。今年度足りない分のその五回分の報酬ということでございます。  



 - 32 - 

○議長（野呂日出男君）  

  ほかにございませんか。鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  関連して、そこでお聞きします。同じところです。  

  きのうの常任委員会の説明では、計画そのものがおくれたはんで、県の補助金の対象にならないから単費で二十五万円

と い う お 話 さ れ た と 思 う ん で す け れ ど も 、 今 の 話 だ ば 、 こ れ 終 わ っ て し ま っ た 形 の 、 ア ド バ イ ス 受 け て し ま っ た 形 の 二

十 五 万 円 だ と 私 は そ の と き 解 釈 し た ん で す け れ ど も 、 そ う で は な く て 、 こ れ か ら も 、 過 去 の 分 も あ る け れ ど も 、 こ れ か

らの分もあるという考え方なんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  はい、そのとおりでございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  先ほど課長から話ありました。この二十五万円というのは、じゃあ、あと何回分残っている、一回五万円と聞いたんで

す け れ ど も 、 常 任 委 員 会 で は 。 二 十 五 万 円 と い う の は 五 回 で す け れ ど も 、 じ ゃ あ 過 去 何 回 や っ て 、 あ と 何 回 分 の 一 回 五

万円の分が残っているんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  
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○農政課長（三上正裕君）  

  二十五万円のうちでよろしいですか。（「休憩」の声あり）  

○議長（野呂日出男君）  

  暫時休憩いたします。  

休  憩  午前十一時十三分  

                                                   

再  開  午前十一時二十四分  

○議長（野呂日出男君）  

  休憩を取り消し、会議を開きます。  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  大変申しわけございませんでした。四月から十月まで十回、加藤さんにお世話になっています。そして、今後、今の追

加については五回分を今後やる、五回分を追加として持たせていただきます。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  それは先ほど答弁ありました、今年度、来年の三月までという形の計画だということだと思います。それでは、私もこ

れ 一 般 質 問 取 り 上 げ ま し た け れ ど も 、 一 月 に は 基 本 計 画 が で き 上 が っ て く る と い う 町 長 か ら の 答 弁 あ り ま し た 。 で は 、

来 年 度 、 平 成 二 十 七 年 度 か ら の 部 分 は 、 こ の 加 藤 さ ん か ら ア ド バ イ ス を 受 け る こ と は な い ん で す か 。 そ れ と も 、 今 後 ま

たアドバイスを受けて、加藤さんに対するアドバイス料は発生する可能性があるんですか、どちらですか。  
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○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  お答えいたします。今後も拠点づくりを進める上で、できるまで、そしてまたその後のサポートということも出てくる

かもしれません。そういうことから、とりあえずまず来年度についてもお願いしたいなと考えてございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  鶴賀谷  貴君。  

○四番（鶴賀谷  貴君）  

  それは今お話がありました。ちょっと不明確なんですけれども、完成するまでの話なんですか。建物が完成するまで、

それとも完成した後も加藤さんからいろんな立場の中でアドバイス受けるという考え方なんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  その加藤さんというふうに決定してございませんので、今後どうしていきたいかということで、当然施設ができたとし

て も 、 実 際 や っ て み な い と わ か ら な い と い う 部 分 も あ る わ け で す 。 そ の 都 度 そ の 都 度 、 問 題 点 を 解 決 し て い か な け れ ば

な ら な い と い う こ と も あ る わ け で 、 そ う い う 場 合 は や は り 専 門 家 の ア ド バ イ ス を 受 け な が ら い い 方 向 に 進 め て い か な け

れ ば な ら な い と 思 っ て ご ざ い ま す 。 そ う い う 点 か ら 、 や は り 今 後 、 当 然 で き る ま で 、 そ れ か ら で き た 後 も 引 き 続 き お 願

いしなければいけないのではないかということで今、一応その計画はしております。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかにございませんか。浅利直志君。  
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○十三番（浅利直志君）  

  加藤さんということで県のアドバイザーも務めている方だと受けとめておるんですけれども、一回五万円という相場と

い う か 、 報 償 費 の 謝 礼 の 根 拠 と い う か 、 こ れ は 弁 護 士 で も 三 万 円 ぐ ら い の も の じ ゃ な い の か な と 思 っ て お る ん で す け れ

ど も 、 ど の 辺 を 基 準 に し て 五 万 円 と い う の を 打 ち 出 し た の か 。 初 め に 二 十 五 万 円 あ り き か ら 始 ま っ た も の な の か 、 ど う

も そ の 辺 が 納 得 で き な い 。 個 人 的 な 、 い わ ゆ る キ ー ス タ ッ フ な ら キ ー ス タ ッ フ と い う 団 体 に 対 し て と い う こ と で は な く

て 、 加 藤 さ ん の 個 人 に 対 し て ア ド バ イ ザ ー 料 を 払 う と い う こ と な ん で あ り ま す の で 、 ど う い う 相 場 感 で 算 出 し た も の な

んでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長（三上正裕君）  

  加藤氏につきましては、今、弘前のほうに在住してございまして、ご自身ではケイ・シグナルというアドバイザーとか

コ ン サ ル の よ う な 、 そ う い う の を 立 ち 上 げ て ご ざ い ま す 。 本 人 が 経 営 し て ご ざ い ま し て 、 県 も し く は 隣 の 弘 前 市 等 に つ

い て も ア ド バ イ ザ ー と い う こ と で 指 定 さ れ て ご ざ い ま す 。 そ う い う こ と と 、 あ と は 近 隣 も し く は 県 内 で そ う い う ア ド バ

イ ザ ー と し て お 願 い し て い る 市 町 村 も ご ざ い ま す の で 、 そ う い う ア ド バ イ ス 料 、 そ う い う と こ ろ か ら 相 場 を 聞 い た も の

を参考にしてお出ししています。全く当町がほかよりも高いというようなことはございません。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかにございませんか。（「なし」の声あり）これで質疑を終結いたします。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第八十八号を採決いたします。議案第八十八号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  
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○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第八十八号は原案のとおり可決されました。  

  日程第二十七、議案第八十九号平成二十六年度藤崎町国民健康保険（事業勘定）特別会計補正予算（第三回）案を議題

といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第八十九号を採決いたします。議案第八十九号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第八十九号は原案のとおり可決されました。  

  日程第二十八、議案第九十号平成二十六年度藤崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第三回）案を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第九十号を採決いたします。議案第九十号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第九十号は原案のとおり可決されました。  

  日程第二十九、議案第九十一号平成二十六年度藤崎町介護保険（事業勘定）特別会計補正予算（第三回）案を議題とい

たします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  
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  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第九十一号を採決いたします。議案第九十一号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第九十一号は原案のとおり可決されました。  

  日程第三十、議案第九十二号平成二十六年度藤崎町水道事業会計補正予算（第二回）案を議題といたします。  

  これから質疑を行います。浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  水道事業会計補正予算ですけれども、固定資産除去費二千百二十六万ほど計上されておるんですけれども、何か前にも

や っ た よ う な 記 憶 も あ る ん で す け れ ど も 、 今 回 の 固 定 資 産 除 去 費 の 内 訳 と 理 由 を 明 ら か に し て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（幸田信雄君）  

  お答えいたします。この固定資産除去、固定資産というのは旧藤崎浄水場の構築物であります。具体的には、昭和四十

三 年 取 得 の 配 水 池 、 池 で す ね 、 昭 和 五 十 七 年 取 得 の 配 水 池 、 昭 和 五 十 六 年 取 得 の 配 水 池 、 場 内 配 置 と い う こ と に な っ て

お り ま し て 、 帳 簿 価 格 と い た し ま し て は 合 計 四 千 八 百 九 万 七 千 四 百 五 円 で ご ざ い ま す 。 こ れ ま で 減 価 償 却 の 累 計 額 の 合

計 が 二 千 六 百 八 十 二 万 八 千 六 百 十 五 円 で す の で 、 ま だ 帳 簿 上 、 二 千 百 二 十 六 万 八 千 七 百 九 十 万 円 ほ ど 帳 簿 に 残 っ て お り

ま す の で 、 今 回 藤 崎 浄 水 場 の 構 築 物 を 解 体 し た と い う こ と で す の で 、 帳 簿 か ら と り あ え ず は こ れ を 除 く と い う こ と で 、

今回その費用として計上したわけであります。  

  ちなみに、これ費用化しますけれども、外に出ていかない費用でございます。したがいまして、会計処理上、内部留保
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資金としてたまるということになります。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  ほかに質疑はありませんか。（「なし」の声あり）これで質疑を終結いたします。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第九十二号を採決いたします。議案第九十二号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第九十二号は原案のとおり可決されました。  

  日程第三十一、議案第九十三号平成二十六年度藤崎町下水道事業会計補正予算（第三回）案を議題といたします。  

  これから質疑を行います。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。  

  これから討論を行います。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。  

  これから議案第九十三号を採決いたします。議案第九十三号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、議案第九十三号は原案のとおり可決されました。  

  日程第三十二、常任委員会報告を求めます。  

  総務産業常任委員長から報告を願います。総務産業常任委員長、清水孝夫君。  

○総務産業常任委員長（清水孝夫君）  

  総務産業常任委員会より、閉会中の所管事務調査の件についてご報告申し上げます。  

  去る十月八日、常任委員会を開催し、農業、畜産業及び分収林に関することの中の農業について集中審議し、サンフェ
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スタいしかわ、「なみおか」アップルヒル及び鶴の里あるじゃの現地視察を実施いたしました。  

  サンフェスタいしかわ、「なみおか」アップルヒル及び鶴の里あるじゃの現地視察では、それぞれの現場の担当者より

事業概要、施設概要、営業方針及び販売状況等の説明を受けながら、加工施設などを視察してまいりました。  

  各施設ともそれぞれの特色があり、その特色を生かしながら、それなりの実績を上げていますが、経営的に厳しいとこ

ろも見受けられました。  

  以上で、総務産業常任委員会報告といたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  総務産業常任委員会の報告が終わりました。  

  日程第三十三、議会運営委員会の閉会中の所管事務調査の件を議題といたします。  

  お諮りいたします。議会運営委員長から、会議規則第七十二条の規定により、お手元に配付してありますとおり、閉会

中の調査のため特定事件の申し出がありますが、これにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、申し出のとおり決定いたしました。  

  日程第三十四、常任委員会の閉会中の所管事務調査の件を議題といたします。  

  お諮りいたします。各常任委員長から、会議規則第七十二条の規定により、お手元に配付しておりますとおり、閉会中

の調査のため特定事件の申し出がありますが、これにご異議ありませんか。  

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  

○議長（野呂日出男君）  

  異議なしと認めます。よって、それぞれの申し出のとおり決定いたしました。  
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  これをもって本定例会の会議に付議された事件の審議は全て終了いたしました。  

  これにて本日の会議を閉じます。  

  よって、平成二十六年第四回藤崎町議会定例会を閉会いたします。  

  ご苦労さまでした。  

閉  会  午前十一時三十七分  
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